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＜広報資料＞                     ２００３年１０月１０日 

 

           株式会社バンダイ 

 

（株）バンダイ〔本社：東京都台東区 社長：高須武男〕、（株）サンライズ〔本社：

東京都杉並区 社長：吉井 孝幸〕、バンダイビジュアル（株）〔本社：東京都台東区 社

長：川城和実〕、バンダイネットワークス（株）〔本社：東京都千代田区 社長：大下 聡〕

のバンダイグループ４社が設立したブロードバンド向けコンテンツ配信会社（株）バン

ダイチャンネル〔本社：東京都台東区 社長：松本 悟 ＵＲＬ：http://www.b-ch.com〕 

が２００２年１０月１日から開始したアニメーション有料配信視聴数が２００３年 

９月末日までの１年間で３００万話を突破しました。 

 

◆バンダイチャンネルの好スタートの要因について◆バンダイチャンネルの好スタートの要因について◆バンダイチャンネルの好スタートの要因について◆バンダイチャンネルの好スタートの要因について    
 

 現在バンダイチャンネルによる有料配信数はコンテンツの拡大とともに順調に増加

しています。２００３年９月末時点で、配信作品５３タイトル（総配信話数９７３話）、

提携配信事業者数２０社となり、２００２年１０月１日の配信スタートから１年間で 

累計販売数３００万話を突破しています。 

これら好調の理由は 

① コンテンツブロードバンドユーザー層とバンダイチャンネルが配信している「機動

戦士ガンダム」シリーズをはじめとするサンライズ製作のアニメーションのファン

層と一致したこと、 

② “いつでも、どこでも、簡単に”24 時間自宅のパソコンでアニメーションを視聴す

る習慣がつきつつあること、 

③ 提携配信事業者（インターネット接続会社、通信事業者、コンテンツ配信会社、電

力会社など）と連携し、ＷＥＢ上でプロモーションを相互に積極的に展開したこと 

が相乗効果をあげたことによるものと考えています。このほかにも、２００３年９月よ

り配信を開始したバンダイビジュアル製作作品など、既存コンテンツに加え、新たな 

ジャンルを展開したことによる新規ユーザーの開拓があったと思われます。 

ブロードバンド向けコンテンツ配信会社バンダイチャンネルブロードバンド向けコンテンツ配信会社バンダイチャンネルブロードバンド向けコンテンツ配信会社バンダイチャンネルブロードバンド向けコンテンツ配信会社バンダイチャンネル    
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◆「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」ブロードバンドでの再配信決定◆「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」ブロードバンドでの再配信決定◆「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」ブロードバンドでの再配信決定◆「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」ブロードバンドでの再配信決定    
    

バンダイチャンネル、東日本電信電話株式会社〔本社：東京都新宿区 社長：三浦 惺〕、

西日本電信電話株式会社〔本社：大阪府大阪市 社長：上野至大〕は、「機動戦士ガン

ダムＳＥＥＤ」（２００２年１０月５日～２００３年９月２７日まで毎日放送系列で放

送 制作サンライズ）を１０月２１日（火）より、ＮＴＴ東日本とＮＴＴ西日本のフレ

ッツシリーズ（Ｂフレッツ、フレッツ・ＡＤＳＬ、フレッツ・ＩＳＤＮ）のユーザー向

けに再配信を行うことが決定しました。 

２００２月１０月６日～２００３年１０月１０日まで、バンダイチャンネル、毎日放

送、東日本電信電話、西日本電信電話はＭＢＳ・ＴＢＳ系列で放送していた「機動戦士

ガンダムＳＥＥＤ」を、ＴＶ放送と連動してブロードバンドでの無料映像配信（ＴＶ放

送翌日から１週間無料配信）を行っていました。新作アニメーションをＴＶ放送とブロ

ードバンドで映像配信することで、ユーザー間の話題性を喚起し、認知度があがること

で、ＴＶ視聴率、ブロードバンド視聴数、商品販売とも相乗効果があがり、いずれも大

きな支持を獲得することができました。 

２００３年１０月２１日よりスタートする映像再配信は、再配信を望む熱烈なユーザ

ーの要望に答える目的と、大人気の「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」を途中から知ったユ

ーザーやこれまで噂でしか知らなかったユーザーに、最初からガンダムＳＥＥＤを知っ

てもらうという目的で行うものです。なお、この「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」の再配

信は週１話ずつ無料で、１週間視聴可能なスタイルで配信を行います。更にバンダイチ

ャンネルではフレッツ・スクウェアの再配信開始以降に、有料でのガンダムＳＥＥＤの

映像配信も行う予定です。 

 

◆携帯電話向けコンテンツ制作スタート◆携帯電話向けコンテンツ制作スタート◆携帯電話向けコンテンツ制作スタート◆携帯電話向けコンテンツ制作スタート    
    

また新たなコンテンツ配信先として、携帯電話向けコンテンツサービスの開発もスタ

ートしました。第 1弾として、１０月２日からバンダイネットワークスがスタートした

「ＥＺweb」サービスの「ＥＺムービー」に対応したアニメダウンロードサービス「バ

ンダイ着アニメチャンネル※」（105 円／１ダウンロード）に、サンライズ、バンダイ

ネットワークスと共同で制作・編集を行っています。 

 

今後バンダイチャンネルでは、有料配信アニメーションのラインナップや編成を随時

更新し強化していきます。またブロードバンドで初公開となる「ＯＢＡTM」（オリジナル・

ブロードバンド・アニメーション）の製作など、ブロードバンド“ならでは”のコンテ

ンツ開発も行います。 

 

                                 以上 
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※「バンダイ着アニメチャンネル」について 

「バンダイ着アニメチャンネル」は、機動戦士ガンダムを中心としたアニメを着信ム

ービー用のデータとしてダウンロードできるサービスです。サンライズ、バンダイチ

ャンネル、バンダイネットワークスが共同で携帯電話向けに新規に制作・編集した 

10～30 秒程度のアニメーションや画像に、原盤曲をＢＧＭとして付け、携帯電話の 

着信ムービーとして配信します。迫力あるアニメーションムービーは、機動戦士ガン

ダム「ＭＳ動画図鑑」として TV 作品中に登場した全てのモビルスーツ（ＭＳ）やモ

ビルアーマー（ＭＡ）をラインナップしており、着信ムービーとしてだけではなくＭ

Ｓ図鑑としても楽しめる内容となっています。 

 

☆バンダイチャンネルの歴史 

２００２年 ３月  会社設立 

     １０月  コンテンツ有料配信事業開始 

          「機動戦士ガンダムＳＥＥＤ」をＴＶ放送６時間よりＮＴＴ 

東西フレッツ・スクウェアで無料配信開始 

          ＴＶ接続型の専用チューナー向けへの配信開始 

２００３年 ２月  コンテンツ有料配信の視聴数１００万話突破 

      ５月  ブロードバンドユーザー向け新サービス「ＢＢＭＯＤＥTM」に、

「生アニメ TM」など双方向性を盛り込んだ番組配信開始 

      ９月  バンダイビジュアル製作コンテンツ配信開始 

          コンテンツ有料配信の視聴数３００万話突破 

 

 

 

【報道関係者からのお問合せ先】 

 

（株）バンダイ 広報チーム 田上、梅田 TEL：03-3847-5005 FAX：03-3847-5067 

 

     バンダイホームページＵＲＬ http://wwww.bandai.co.jp/ 

     バンダイチャンネルホームページＵＲＬ http://www.b-ch.com 

 


